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群 青 の 風　第25号

　

同
窓
会
員
の
皆
様
、
そ
し
て
母
校
の
志
を

継
ぐ
学
生
の
皆
様
、
早
春
の
候
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
同
窓
会
活

動
に
対
し
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
「
午
」
年
で
す
。
古
来
よ
り
馬
は
、

人
々
の
想
い
や
命
を
乗
せ
、
険
し
い
道
を
越

え
て
新
た
な
地
平
へ
と
運
ぶ
「
躍
動
」
と
「
献

身
」
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
医
療
の

在
り
方
が
か
つ
て
な
い
速
度
で
変
わ
り
ゆ
く

今
、
私
た
ち
同
窓
生
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
馬

の
よ
う
に
、
力
強
く
も
誠
実
に
、
次
代
へ
の

道
を
切
り
拓
く
一
年
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

現
場
で
尽
力
さ
れ
る
皆
様
へ
の
敬
意

　

は
じ
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か

し
て
最
前
線
で
尽
力
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
、

心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
現

在
の
医
療
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
誠
に
峻

烈
を
極
め
て
お
り
ま
す
。
急
激
な
人
口
減
少

や
地
方
に
お
け
る
医
療
不
足
、
さ
ら
に
は
経

営
環
境
の
厳
格
化
な
ど
、
皆
様
が
直
面
さ
れ

て
い
る
ご
苦
労
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

も
の
と
お
察
し
い
た
し
ま
す
。
多
忙
を
極
め

る
日
々
の
中
で
、
理
想
と
現
実
の
狭
間
で
葛

藤
し
、
時
に
は
立
ち
止
ま
り
た
く
な
る
よ
う

な
重
圧
を
感
じ
る
日
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
地
域
医
療
の
灯
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
、
日
々
懸
命
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
皆
様
の

歩
み
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。

伝
統
と
革
新
の
融
合

―
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
認
知
症
対
策
へ
の
挑
戦

　

そ
う
し
た
困
難
な
時
代
に
お
い
て
、
母
校

が
放
つ
一
筋
の
光
が
、
次
世
代
医
療
へ
の
挑

戦
で
す
。
昨
年
よ
り
本
格
始
動
し
た
医
療
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
「
メ
デ
ィ
モ
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
」
は
、
ま
さ
に

現
代
に
蘇
っ
た
「
名
馬
」
と
い
え
る
存
在
で

す
。
か
つ
て
馬
が
医
療
の
届
か
ぬ
地
へ
医
師

を
運
ん
だ
よ
う
に
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
搭
載

し
た
車
両
が
、
自
ら
患
者
様
の
も
と
へ
赴
く
。

こ
の「
動
く
医
療
拠
点
」と
い
う
革
新
的
な
試

み
は
、
全
て
の
医
療
職
が
手
を
取
り
合
う
多

職
種
連
携
の
新
た
な
舞
台
で
も
あ
り
、
母
校

が
進
化
し
続
け
て
い
る
証
左
で
す
。

　

ま
た
私
自
身
も
、
国
会
議
員
時
代
か
ら
一

貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
認
知
症
の
早
期

発
見
推
進
」
に
つ
い
て
、
現
在
は
民
間
の
立

場
か
ら
引
き
続
き
国
へ
の
働
き
か
け
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
先
日
も
議
員
会
館
に
て
Ｍ
Ｃ

Ｉ
勉
強
会
を
開
催
し
、
多
く
の
国
会
議
員
の

皆
様
と
共
に
最
新
知
見
を
共
有
い
た
し
ま
し

た
。
血
液
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る
簡
便
な

検
査
や
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
た
高
度
な
診
断
技

術
の
普
及
、
そ
し
て
早
期
発
見
が
も
た
ら
す

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
ケ
ア
コ
ス
ト
の
削
減
な

ど
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
政
策
提
言
を

継
続
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
認
知
症
対
策
こ

そ
、
全
職
域
が
関
わ
る
包
括
的
ケ
ア
の
要
で

あ
り
、
立
場
は
変
わ
れ
ど
皆
様
と
共
に
「
よ

り
良
い
医
療
」
を
創
る
情
熱
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

激
動
期
を
共
に
生
き
抜
く
た
め
の「
三
つ
の
指
針
」

　

こ
の
不
透
明
な
時
代
に
お
い
て
、
全
て
の

医
療
職
に
携
わ
る
皆
様
が
、
真
価
を
発
揮
し

続
け
る
た
め
の
秘
訣
を
三
つ
提
示
し
ま
す
。

「
専
門
性
を
超
え
た
全
体
俯
瞰
力
」

　

自
身
の
専
門
領
域
を
深
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
医
療
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
や
認
知
症
診
断
の
新

技
術
の
よ
う
に
、
他
職
種
の
領
域
や
社
会
情

勢
が
ど
う
変
化
し
て
い
る
か

を
鳥
瞰
し
て
く
だ
さ
い
。
広

い
視
野
を
持
つ
こ
と
で
、
自

身
の
職
能
を
最
大
限
に
活
か

す
場
が
見
え
て
き
ま
す
。

「
チ
ー
ム
医
療
と
い
う
絆
の

再
構
築
」

　
一
人
の
力
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
が
、
職
種
の
垣
根
を

超
え
、
さ
ら
に
国
や
行
政
を

も
巻
き
込
む
連
携
が
で
き
れ

ば
、
困
難
な
道
も
踏
破
で
き

ま
す
。
母
校
で
培
っ
た
対
話

の
精
神
を
大
切
に
し
、
互
い

を
敬
い
支
え
合
う
強
固
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
そ
が
、
荒
波
を
乗
り
越
え

る
原
動
力
で
す
。

「
心
に
灯
を
と
も
す
人
間
性
」

　
技
術
が
ど
れ
ほ
ど
進
化
し
て
も
、
患
者
様

や
ご
家
族
の
不
安
を
掬
い
上
げ
、
温
か
な
言

葉
を
か
け
る
の
は
、
私
た
ち
人
間
に
し
か
で

き
な
い
役
割
で
す
。
皆
様
が
現
場
で
見
せ
る

そ
の
誠
実
さ
こ
そ
が
、
ど
ん
な
時
代
に
も
淘

汰
さ
れ
な
い
、
医
療
の
本
質
的
な
価
値
と
な

り
ま
す
。

結
び
に

　

た
と
え
医
療
の
現
場
が
荒
野
で
あ
っ
て

も
、
志
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が
い
れ
ば
、
道

は
必
ず
拓
け
ま
す
。
岐
阜
医
療
科
学
大
学
の

卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、
共
に
次
代

の
地
域
医
療
を
支
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
私
事
な
が
ら
、
先
の
第
51
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
に
て
当
選
を
賜
り
ま
し
た
。
現

場
の
声
を
国
政
に
届
け
、
医
療
・
福
祉
と
人

材
育
成
に
全
力
で
挑
み
ま
す
。
今
後
も
ご
支

援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岐
阜
医
療
科
学
大
学 

同
窓
会
会
長
　
畦
元  

将
吾

荒
野
を
拓
く
蹄
音
と
と
も
に 

―
現
場
の
皆
様
の
歩
み
に
寄
り
添
っ
て
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会　　　　議

5月役員会
　令和6年5月1日 19：00～
　母校 同窓会室Web併用出席8名、委
任状3名
審議事項

1．名簿管理業者の選定について
2．令和6年度予算について
3．図書の助成について
4．幹事会の開催について

9月役員会
　令和6年9月26日 19：00～
　母校 同窓会室Web併用出席6名、委
任状5名
報告事項

1．新役員の紹介
2．名簿移行の進捗

3．同窓会費集金について
4．岐療祭 卒業生と語る会について
審議事項

1．令和6年度 会報発行について
2．同窓会助成について
3．メディカルムーバー事業への助成に

ついて
4．超音波センターの卒後教育について
5．令和5年度卒業記念品の会報掲載に

ついて

11月役員会
　令和6年度11月27日 19：00～
　母校 同窓会室Web併用出席5名、委
任状5名
報告事項

1．卒業記念品について

審議事項
1．会員名簿移行作業について
2．令和6年度 会報発行について

1月役員会
　令和7年1月29日 19：00～
　母校 同窓会室Web併用出席5名、委
任状5名
報告事項

1．ホームページの更新について
2．会員情報システムについて
3．会報の進捗状況について
4．図書助成費の支払いについて
5．HP管理委託費用の支払いについて
審議事項

1．令和6年度卒業生の同窓会費未納に
ついて

令和6年度　事 業 報 告

活　　　　動

1．会報「群青の風」第24号　
2月20日　8,701通投函
群青の風冊子等郵送、及び返送会報
のデータ化。名簿システム仮ID・パ
スワード発行と郵送手配など総額 
1,892,500円

2．母校への寄贈図書
令和6年度図書の助成について図書館
の充実を図るために助成している。
選書ツアーを定期的に開催し、各学
科の学生により選書が行われている。
507,064円　手数料440円

3．国家試験会場での副食配付
全学科額面500円のQUOカードの支給と
なった。支給内訳はM87枚、R116枚、
N97枚、助産17枚であった。
169,880円分購入　代引き手数料含む

4．卒業生へ卒業記念品の贈呈について
『仕分け収納ポーチ』を贈呈した。
内訳は310個（M81個、R103個、N97
個、NW17個、MHM6個、 予6個）で
あった。
169,136円　手数料440円

5．同窓会子女入学準備金給付
資格審査を行い7名の会員に給付した。

504,000円　手数料3,080円

6．同窓会助成金
本年度の助成は1件でした。
76,550円　手数料440円

7．慶弔
祝電2件。2,860円でした。

8．会員データシステム関連
システム構築初期費用 333,300円　手
数料440円
利用料月額 27,500円×7ヶ月（7-1月
まで）、46,200円×2ヶ月（2-3月まで）
※登録データ量による従量課金のため。

総　　　　括
　令和6年度も、会員の皆様の温かいご協力のもと、同窓会活
動を滞りなく進めることができました。例年通り、会報「群青
の風」第24号を8,701通発行し、名簿システム仮ID・パスワー
ドの郵送をあわせて実施いたしました。また、母校への寄贈
図書助成については、学生による選書ツアーを通じて図書館
の充実を図り、学習環境の一層の整備に寄与いたしました。
さらに、国家試験会場においては全学科の受験生へ副食配付

（QUOカード支給）を行い、卒業生には卒業記念品として「仕
分け収納ポーチ」を贈呈いたしました。
　また、同窓会子女入学準備金については資格審査の上7名に
給付を行い、同窓会活動助成については1件に対して支援を実
施いたしました。加えて、祝電の送付や慶弔対応も行い、会
員相互のつながりを大切にする取り組みを継続いたしました。

　本年度の新たな取り組みとしては、会員名簿管理システム
の構築・移行に着手し、初期費用の投入および月額利用料に
よる運用を開始いたしました。これにより、返送会報のデー
タ化や情報管理の効率化を進め、将来にわたる円滑な同窓会
運営体制の基盤づくりを推進しております。
　さらに、卒後教育事業への助成、図書助成費やホームペー
ジ管理費の支払いなど、母校との協力関係を深める活動も実
施いたしました。
　これらの事業は、会員の皆様からのご支援とご協力の賜物
であり、ここに改めて厚く御礼申し上げます。今後も同窓会
活動のさらなる発展と母校の教育環境の充実に寄与できます
よう、一層努力してまいりますので、引き続きのご理解とご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
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項目 令和６年度予算 備考 令和６年度決算 備考 令和７年度予算 備考

収
入
の
部

繰
越
金

手持現金 65,042 65,042 128,130 

普通預金 4,080,693 4,080,693 4,015,906 

定期預金 20,000,000 20,000,000 20,000,000 

会　　費 3,750,000 15,000円×250名 4,320,000 15,000円×288名 2,520,000 15,000円×168名

雑 収 入 160,000 158,500 QUOカード購入 0 

寄 付 金 0 0 0 

定期利息 300 340 300 

普通利息 100 3,107 3,000 

合　　計 27,627,292 28,627,682 26,667,336 

支
出
の
部

活 動 費 600,000 HP更新、学術フォーラム、
研修会、名簿管理等 181,620 HP更新、名簿管理

等 200,000 HP更新、研修会、
名簿管理等

会 議 費 100,000 役員会、幹事会 65,575 役員会、幹事会 70,000 役員会、幹事会

交 通 費 100,000 37,500 30,000 

慶 弔 費 10,000 2,860 10,000 

通 信 費 1,950,000 群青の風発行、
各種郵送 2,249,774 群青の風発行、

各種郵送 1,700,000 群青の風発行、各種郵
送、名簿管理サービス

備 品 費 1,500,000 名簿管理システム構築 343,200 名簿管理システム構築 0 

消耗品費 50,000 12,507 30,000 

助 成 費 1,700,000 書籍、副食配付、
入学準備 1,584,130 書籍、副食配付、

入学準備 1,100,000 書籍、入学準備、
同窓会助成

特 別 費 0 50周年事業 0 50周年事業 3,000,000 MaaS車両への援助

渉 外 費 50,000 6,480 10,000 

予 備 費 100,000 0 

小　計 6,160,000 4,483,646 6,150,000 

繰
　
越

手持現金 100,000 128,130 100,000 

普通預金 1,367,292 4,015,906 417,336 

定期預金 20,000,000 20,000,000 20,000,000 

合　　計 27,627,292 28,627,682 26,667,336 

令和6年度決算報告・令和7年度予算報告

予算 

　令和7年度の同窓会事業計画に基づき、予算案を以下

の方針で策定いたしました。

　まず、会報『群青の風』の発行、各種郵送業務、および

会員名簿管理サービスに係る費用として、170万円を計

上しております。これらは、会員への情報発信体制の維

持と、電子的会員情報管理システムの安定的な運用に必

要な基盤経費です。

　一方で、新規入会員数の減少や支出全体の見直しを背

景に、一部事業の縮小を行いました。具体的には、国家

試験会場周辺の食事調達環境の整備が進んだことを受

け、令和6年度をもって副食事業を終了いたしました。

また、大学への助成の幅が広がってきたことから、重複

を避ける観点で助成内容を整理し、書籍助成については

縮小しております。

　その一方で、特別費として新たに、「医療モビリティ・

アズ・ア・サービス（医療MaaS）」車両への助成を計上し

ました。本学および教育後援会との連携により、地域に

おける医療アクセスや学生支援を目的とした移動手段の

充実に貢献するものであり、同窓会としての社会的役割

を果たす新たな取り組みと位置づけています。

　このように、令和7年度の予算案は、事業の継続性と

柔軟な見直しの両立を図り、時代や大学の状況に即した

実効性の高い予算構成としています。限られた財源を有

効に活用し、同窓会の使命を今後も果たしてまいります。
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令 和 7 年 度 事 業 計 画
令和7年度は以下の事業を実施する予定です。

令和7年度も、これまで継続して実施してきた
各種事業を引き続き行うとともに、社会環境や大
学の状況の変化を踏まえ、新たな取り組みや体制
の強化を図ってまいります。

本年度は、会報『群青の風』第25号の発行を予定
しており、会員の皆様に向けて同窓会の活動状況
や大学の近況などを広く発信してまいります。ま
た、各地で開催される同窓会への助成を継続し、
卒業生同士の交流促進を支援します。

同窓会子女入学準備金給付制度については、昨
年度の7名の申請に続き、今年度も引き続き広報
を行い、多くの方にご活用いただけるよう取り組
んでまいります。

会員情報の正確な管理を目的とし、データのク
リーンアップを進めるとともに、電子的会員管理
システムの安定的な運用を継続いたします。これ
により、今後の案内や連絡体制の効率化を図り、
会員サービスの質の向上を目指します。

一方で、近年の新規入会員数の減少や支出全体
の見直しを受けて、一部事業の整理・縮小を行い
ました。具体的には、国家試験会場周辺の食事調

達環境の改善を受け、令和6年度をもって副食事
業を終了するとともに、大学による助成の範囲が
広がってきたことから、重複を避ける観点で助成
内容を整理し、書籍助成は見直し・縮小いたします。

その一方で、特別事業として「医療モビリティ・
アズ・ア・サービス（医療MaaS）」車両への協力・
支援を、本学および教育後援会と連携して実施い
たします。地域の医療アクセスや学生の移動支援に
貢献する新たな取り組みとして位置づけています。

さらに、入学式・卒業式への祝電、会員の慶弔
への電報対応、卒業生への記念品贈呈、図書館へ
の書籍寄贈、大学祭（岐療祭）への協力など、恒例
の事業も継続して実施してまいります。

また、定例の役員会・幹事会・代議員会を開催し、
会の運営体制を強化するとともに、卒後教育制度
の再構築や同窓会組織の在り方についても、本学
と連携しながら検討を進めてまいります。令和7
年度も、時代の変化に柔軟に対応しつつ、会員の
皆様とのつながりを大切にし、より意義ある同窓
会活動を展開してまいります。

1．会報「群青の風」第25号の発行
2．同窓会開催への助成
3．同窓会子女入学準備金給付制度の運用
4．会員データのクリーンアップ（管理システムの運用）
5．ホームページ運用
6．入学式・卒業式への祝電ならびに会員の慶弔電報
7．卒業記念品の贈呈

  8．図書館への書籍寄贈
  9．定例役員・幹事会・代議員会の開催
10．卒後教育制度の実施
11．岐阜医療科学大学祭（岐療祭）の協力・支援
12．MaaS車両への協力・支援（特別事業）
13．その他

目　的：同窓会正会員の子女の入学に関する経済的負担を低減
　　　　同窓会会員子女の本学への就学支援

給付要件：	（1）本学同窓会正会員の子女であること。
	 （2）�本学が設置する大学院・学部・専攻科に新たに入

学する子女であること。
	 （3）�本学同窓会正会員、又はその配偶者が当該子女を

扶養していること。
	 （4）給付回数は子女1名につき一度までとする。

準備金の額：	採用者1名につき5万円
	 ただし、採用者が6名以上の場合は、減額して支給

お問い合わせ先：obog-info@u-gifu-ms.ac.jp

同窓会子女の皆様に
入学準備金5万円を給付します。 同窓会名簿管理システム運用のご案内

岐阜医療科学大学同窓会では、会員の皆様が同窓会ホームページ
を通じて、ご自身の情報の更新や閲覧を行える「同窓会名簿管理シス
テム」を導入し、現在運用を開始しております。
本システムでは、会員専用のユーザーIDおよびパスワードを用いて

ログインし、ご自身の登録情報を管理・更新していただけます。なお、
機能面および運用管理面においては、個人情報保護の観点から十分
なセキュリティ対策を講じております。会員の皆様にとって有益なシス
テムとなるよう、今後も運用の改善に努めてまいります。
また、昨年は仮IDおよび仮パスワードを、登録されているご住所宛

に送付いたしましたが、宛先不明等により不達となった事例も多くご
ざいました。現在も仮IDおよび仮パスワードの発行は事務局にて行っ
ておりますので、お手元に届いていない方、紛失された方は、同窓会
ホームページの「お問い合わせ」よりご連絡いただけますと幸いです。
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関キャンパス学生自治会会長　松尾 祐弥
令和7年11月1日、関キャンパスにて、第20回「岐

療祭」を開催いたしました。今年度は「楽しさは無限
大」という意味が込められた『Funfinity』をテーマに
掲げ、学生自治会を中心に一丸となって準備を進め
てまいりました。

当日は、数年ぶりとなる屋外ステージを設営し、
出演者の素晴らしいパフォーマンスによって会場全
体が大いに盛り上がりました。また、ビンゴ大会や
脱出ゲームといった自治会企画に加え、ゲスト企画
や模擬店、GUMSマルシェ、キッチンカーも大盛況
となり、同窓会員の皆様をはじめ、多くの方々に

“Funfinity”なひとときをお届けできたと確信してお
ります。

来年度は、今年度を超える、さらにパワーアップ
した岐療祭に、ぜひご期待ください。

最後に、第20回岐療祭の開催にあたり、多大な
るご支援・ご協力を賜りましたすべての皆様に、こ
の場をお借りして心より感謝申し上げます。

可児キャンパス自治会長　塩野入 朱香
可児キャンパスの岐療祭を、11月2日（日）に開催

いたしました。
医療に関するクイズの企画や献血の啓発活動に携

わり、来場者に医療を身近に感じてもらう取り組み
を行いました。クイズでは、年齢や知識の差に配慮
しながら内容や説明を工夫する難しさを感じました
が、楽しみながら学んでもらえたことにやりがいを
感じました。

また、献血について正しい知識を伝えることで、
医療を支える一員としての意識を高めてもらえたと
思います。さらに、可児市と協力し、ペットボトル
の完全リサイクル（B to B）活動について、周知を行
いました。

地域と連携した取り組みを行えたことは貴重な経
験でした。医療は現場だけでなく、行政や地域との
協力によって成り立っていることを実感し、今後の
学びや将来に生かしたいと強く感じました。

　

可
児
キ
ャ
ン
パ
ス
に
寄
贈
す
る
卒
業
記
念
品
は
、
屋

外
２
面
ポ
ー
ル
太
陽
電
池
時
計
と
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド

（
音
響
設
備
）で
す
。
本
学
に
保
健
科
学
部
看
護
学
科
が

開
設
し
た
2
0
0
6
年
か
ら
21
年
が
経
ち
ま
し
た
。
そ

れ
以
前
か
ら
時
計
塔
は
時
刻
を
知
ら
せ
て
き
ま
し
た

が
、
老
朽
化
に
よ
り
そ
の
機
能
が
果
た
せ
な
く
な
り
ま

し
た
。
記
念
品
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が
付
い
て
い
ま

す
。
2
点
目
は
持
ち
運
び
が
で
き
る
マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド

（
音
響
設
備
）で
す
。
体
育
祭
や
防
災
訓
練
な
ど
に
参
加

し
た
学
生
に
向
け
て
講
話
す
る
際
に
便
利
だ
と
思
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
大
切
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

交換後の時計

交換前の時計

岐 療 祭

令
和
７
年
度　

卒
業
記
念
品
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学部教員の紹介

薬学部薬学科看護学部看護学科

　同窓会員の皆様からの温かいご支援に心より感謝申し上げ
ます。2025年に本学へ赴任しました。私は学位を取得した後、
岐阜薬科大学に所属し、その間に、サンディエゴ（南カルフォ
ルニア）で1年間ポスドクをし、本学の前は琉球大学に所属して
いました。サンディエゴといい、沖縄といい、暖かい土地に縁
のある経歴です。久しぶりの岐阜の寒さ（と暑さと花粉）に体が
ついていけないです。本誌に載せる写真が
思いつかなかったので、沖縄で海に潜ってウ
ミガメに出会ったときの写真を掲載します。
　教育分野では薬理学関連の講義を担当し
ております。毎年、新しい薬がでてくるので、
どのように説明したら解りやすいか日々悩ん
でいます。研究では食物アレルギー
をテーマとして、食べものに対して
アレルギーが生じる仕組みを解明し
ています。
　本学の発展のため貢献したいと思
います。皆様からも変わらぬご支援
をお願い申し上げます。

教育について
　私は「母性看護学」を担当しています。この分野では、女性の生涯を通じた性と
生殖に関する健康についての看護に必要な知識と技術を教えています。演習や
実習では、妊娠・分娩・産褥・新生児期における身体・心理・社会的変化の理解
と、それに伴う母子とその家族の課題について、看護師の役割や安全で安楽な
看護ケアを主体的に考え、実践できる学生を育成することを重視しています。

研究活動について
　「更年期の女性の健康と運動」をテーマに、本学教員
（看護学科8名、臨床検査学科1名、薬学科1名）でチー
ムを組み研究しています。対象者には、可児市近隣の
運動不足の更年期世代の女性を募集し、研究に興味
を持ってくださった方々の協力を得て、データを収集
することができました。現在、教員仲間と研究プロセ
スを分かち合いながら、データ分析に奮闘しています。

メッセージ
　同窓会員の皆様、平素より温かいご支援をいただき、
心より感謝申し上げます。地域連携センター活動にて、
可児市のパパママ教室や更年期予防教室、看護体験
キッズイベント、地域住民の方の健康チェックなどに参
加することも多いので、お気軽にお声がけください。
今後ともご支援賜りますようお願い申し上げます。

水谷 さおり 先生 山下 弘高 先生

慶良間諸島付近の海へ
潜りました。ダイバーライ
センスを取得しています。

保健科学部放射線技術学科

　同窓会員の皆様、平素より温かいご支援をいただき、心よ
り感謝申し上げます。
　私は核医学検査学など、核医学に関わる講義および実習を
担当しております。放射性医薬品の特徴から撮像原理、画像
評価の考え方までを、臨床現場で確実に活用できるよう、実
践を意識した授業づくりを心がけています。実習で長年活躍
してきたSPECT装置は今年度、更新が予定されております。
今後は新たな装置を活用し、より実践的な学修機会の充実に
努めてまいります。
　同窓生の皆様の現場の声が、教育や研究の大きな原動力と
なります。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいた
します。

北　章延 先生

保健科学部臨床検査学科

　同窓会会員の皆様におかれましては、平素より温かいご支
援とご協力を賜り心より御礼申し上げます。私は主に生理検
査に関する講義および実習を担当しております。現在のカリ
キュラムでは、1年次後期より心電図検査や呼吸機能検査の
講義が始まり、学生にとってはやや難しく感じられる専門科
目であるかもしれません。しかしながら、心電図検査は臨床
検査技師が最も力を発揮できる分野の一つであり、学生が少
しでも理解を深められるよう、日々工夫と自己研鑽を重ねて
おります。また研究活動としては、藤田医科大学にて客員研
究員として、トリプトファン代謝における病態制御に関する
共同研究を行っております。教育および研究を通して、学生
が「臨床検査技師になってよかった」と思えるよう支援してい
きたいと思います。今後とも変わらぬご指導ご支援を賜りま
すよう、よろしくお願い申し上げます。

田下 智栄子 先生

本学放射化学実験室で
長年活躍してきた
SPECT装置

（Siemens社製 E.CAM）研究室学生との懇親
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同
窓
会
助
成
金
運
用
規
程

（
目　

的
）

第
1
条　

こ
の
規
程
は
、
岐
阜
医
療
科
学
大
学
同

窓
会（
以
下
同
窓
会
と
い
う
）会
則
第
4
条
第
2

号
並
び
に
第
4
号
に
基
づ
き
、
本
同
窓
会
助
成

金
運
用
規
程
に
て
ら
し
助
成
金
運
用
を
図
る
。

（
適
応
範
囲
）

第
2
条　

会
員
相
互
の
親
睦
事
業
が
有
意
義
に
、

ま
た
、
友
好
に
活
動
で
き
る
よ
う
助
成
を
し
、

適
応
範
囲
に
つ
い
て
は
以
下
の
項
目
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
。

1
．
卒
業
科
・
卒
業
回
生
が
同
じ
で
あ
る
こ

と（
卒
業
科
・
卒
業
回
生
の
重
複
は
可

能
）

2
．
都
道
府
県
・
市
区
町
村
単
位
で
あ
る
こ

と（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
の
重
複
は

可
能
）

3
．
前
記
1
．
2
．
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、

参
加
枠
の
外
れ
た
同
窓
生
の
参
加
も
可

能

4
．
申
請
に
よ
り
同
窓
会
役
員
会
若
し
く
は

幹
事
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の

※
各
項
目
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
よ
い

（
義
務
・
助
成
支
出
条
件
）

第
3
条　

助
成
金
の
支
出
に
あ
た
り
以
下
の
も
の

を
提
出
す
る
こ
と
。

1
．
参
加
者
の
卒
業
学
校
・
卒
業
回
生
・
氏

名
・
所
属
先
・
住
所

2
．
全
員
で
写
っ
た
写
真

3
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌
に
載
せ
る
原

稿

4
．
そ
の
他
、
同
窓
会
事
務
局
か
ら
お
願
い

し
た
も
の

（
助
成
範
囲
）

第
4
条　

適
応
範
囲
・
第
2
条
の
詳
細
と
し
て
助

成
範
囲
を
以
下
の
も
の
と
す
る
。

1
．
参
加
募
集
数
に
対
し
1
割
以
上
の
参
加

の
場
合

2
．参
加
人
数
が
最
低
10
人
以
上
の
場
合（
ク

ラ
ス
単
位
は
2
割
の
出
席
）

3
．
同
一
事
業
で
助
成
で
き
る
の
は
年
度
に

付
き
1
回
ま
で
と
す
る

4
．
会
員
参
加
者
の
中
の
施
設
数
は
8
カ
所

以
上
と
す
る

5
．
申
請
に
よ
り
同
窓
会
役
員
会
若
し
く
は

幹
事
会
で
承
認
さ
れ
た
も
の

（
助
成
金
）

第
5
条　

助
成
金
は
以
下
の
も
の
と
す
る
。

1
．
参
加
募
集
通
信
費
実
費（
葉
書
・
封
書

等
に
関
わ
る
実
費
）を
助
成
す
る
。
参

加
者
に
お
い
て
は
1
人
に
つ
き
、
金
1
，

0
0
0
円
助
成
す
る

2
．
卒
業
生
の
定
年
対
象
年
又
は
定
年
後
1

回
に
限
り
助
成
金
を
2
，0
0
0
円
と

す
る

3
．
そ
の
他
の
活
動
の
場
合
、
同
窓
会
役
員

会
若
し
く
は
幹
事
会
に
て
決
定
を
す
る

（
雑　

則
）

第
6
条　

こ
の
規
程
の
定
め
る
も
の
の
ほ
か
の
特

別
な
事
由
が
生
じ
た
時
は
、
役
員
・
幹
事
会
で

協
議
決
定
を
す
る
。

第
7
条　

こ
の
規
程
は
幹
事
会
の
議
決
を
経
な
け

れ
ば
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附
則 

こ
の
規
程
は
平
成
22
年
4
月
1
日
よ
り
施

行
す
る

附
則 

こ
の
規
程
は
平
成
27
年
5
月
28
日
よ
り
施

行
す
る

　企画課は、令和7年度に「大学の価値向上」と「新たな取り組みの企画・実行」を担う部門として新たに発足いたしま
した。企画課の業務は、主に「大学広報」と「外部連携」の二つの柱で構成されています。

企画課  大学の未来を創る推進役

　今後も、企画課は大学の
ブランディングと新しい教
育・研究活動の機会創出を
目指し、常に未来を見据え
た企画を積極的に実行して
まいります。

広報と価値創出
　大学広報においては、公式ホームページの全体管理
と、Instagram、YouTubeショート、TikTokなどの
SNS施策を通じて戦略的な情報発信を強化していま
す。また、大学の魅力を高める「新規価値創出」にも注
力しており、「高校生未来創造コンテスト」の開催や、
岐阜県地方創生事業として「オリジナルゲーム制作」や
「メディカルツアー」などの企画を推進しています。こ
れらの活動を通じて、地域や社会に対する大学の貢献
を可視化しています。

広範な外部連携
　企画課は、大学の資源を最大限に活用するため、高
大連携、病院連携、地域連携、産学官連携といった多
岐にわたる外部連携を積極的に展開しています。
　具体的な取り組みとしては、高校生向けの「チーム
医療PBL授業」や、可児市と連携した「不登校児童支
援」、「良品計画（無印良品）」との共同企画による産学
連携などがあります。さらに、病院連携では中部国際
医療センターや松波総合病院との連携企画を進めてお
り、医療MaaS車両（メディモGIFU）の活用も推進し
ています。
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本
学
の
大
学
院
保
健
医
療
学
研
究

科
は
、
今
年
、
第
10
期
生
が
修
了
し
、

新
た
に
第
11
期
生
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
看
護
師
、
臨
床
検
査

技
師
、
診
療
放
射
線
技
師
が
、
臨
床

経
験
を
土
台
に
学
び
を
深
め
て
き
ま

し
た
。
修
了
生
の
中
に
は
、
大
学
教

員
と
し
て
教
育
・
研
究
に
携
わ
る
方

や
、
病
院
で
研
究
・
教
育
担
当
と
し

て
現
場
を
支
え
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

本
研
究
科
で
は
、
多
職
種
連
携
や

チ
ー
ム
医
療
の
視
点
を
大
切
に
し
、

日
々
の
実
践
の
中
で
生
ま
れ
た
「
な

ぜ
」
を
研
究
と
し
て
丁
寧
に
掘
り
下

げ
て
い
ま
す
。
研
究
成
果
を
国
際
学

会
で
発
表
し
た
り
、
海
外
の
学
術
誌

に
論
文
投
稿
し
た
り
す
る
学
生
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

教
員
に
よ
る
丁
寧
で
継
続
的
な
指

導
や
支
援
体
制
が
整
っ
て
お
り
、
安

心
し
て
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
研
究
で
得
ら
れ
た
知
見

は
臨
床
現
場
へ
還
元
さ
れ
、
実
践
の

質
の
向
上
や
新
た
な
取
り
組
み
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

本
学
卒
業
生
に
は
入
学
金
免
除
制

度
も
あ
り
、
学
び
直
し
を
後
押
し
し

て
い
ま
す
。
遠
隔
視
聴
で
受
講
で
き

る
授
業
も
多
く
、
仕
事
と
学
び
を
無

理
な
く
両
立
で
き
ま
す
。
臨
床
経
験

を
次
の
力
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
皆
さ

ま
の
進
学
を
、
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

※
募
集
案
内
は
下
記
二

次
元
コ
ー
ド
よ
り
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　昭和57年4月就職以来44年間さらに学生として過ごした3年を
合わせた47年間、母校と関わって参りましたが、令和8年3月末
日を以て退職いたします。卒業生の皆様はじめ教職員並びに法人
関係の皆様、長い間お世話になりありがとうございました。
　教職の醍醐味はヒト育成ですから、平成22年初めて卒業生の
お子様が本学科に入学してきた時は
感慨深いものがありました。在学当
時の様子をお子様にお話する時が来
るとは夢にも思いませんでした。そ
の後も着実に親子二代の入学が続い
ていますが、他学科、専攻科にも及
んでいます。本当に感謝の一言です。
　今後も卒業生の皆様に気に掛けて
いただける母校であって欲しいと願
い卒業いたします。

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
母

校
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
、
母
校
と

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
の
さ
ら
な
る
発
展

と
ご
活
躍
を
心
よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
役
員　

福
澤 

記

　

薬
学
部
開
学
か
ら
の
歩
み
が
実
を
結

び
、
今
年
度
、
初
の
卒
業
生
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
自
身
の
卒
業
し

た
頃
を
思
い
返
す
と
、
社
会
も
母
校
も

大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
母
校

で
過
ご
し
た
日
々
の
思
い
出
は
今
も
変

群青の風　第25号　令和8年3月19日　　発行　岐阜医療科学大学　同窓会

臨
床
経
験
を
、
次
の
学
び
へ

― 

本
学
大
学
院
の
学
び

保
健
医
療
学
研
究
科
長
　
成
　
順
月

学びを世界へ
―国際学会での研究発表

卒業証書・学位記を
手にした笑顔の集い

定年退職のご挨拶

保健科学部放射線技術学科　小野木 満照


